
明治大学大学院政治経済学研究科 
修士学位取得のためのガイドライン 

 
【本研究科で授与する学位】                               
 
 政治学専攻   修士（政治学）   Master of Political Science 
 経済学専攻   修士（経済学）   Master of Economics 
 
【修士学位請求の要件】                               

 

在学期間 

本研究科博士前期課程に２年以上在学し，所定の研究指導を受けていること。 

ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，本研究科委員会の議を経て，

博士前期課程に１年以上在学すれば足りるものとする（要修業年限短縮申請）。 
単位要件 
[研究者養成コース] 

1 本研究科の博士前期課程（研究者養成コース）においては，３２単位以上を修得しなければなら

ない。 

  2 所属専攻の授業科目の中から専修科目を選定し，その１２単位（講義４単位及び演習８単位）及

び外国語文献研究４単位を必修するものとする。ただし，専修科目の演習８単位のうち４単位は，

指導教員の指示により他の授業科目の修得をもって代えることができる。 

  3 専修科目１２単位及び外国語文献研究４単位以外については，所属専攻の授業科目の中から少な

くとも１２単位を修得しなければならない。 

  4 所属専攻の授業科目のほか，他専攻・他研究科（専門職学位課程を含む。）の科目を修得すること

ができる。この場合は，当該授業科目の担当教員の承認を受けなければならない。 

  5 単位互換協定による他の大学院の授業科目を１０単位を上限として修得することができる。 

この場合は，指導教員の許可及びその協定に基づいた手続きをしなければならない。 

  6 基礎研究科目は，１０単位まで修得することができる。この場合は，指導教員の許可及び当該授

業科目の担当教員の承認を受けなければならない。ただし，修了要件単位の選択科目に含むこと

ができるのは，４単位を上限とする。 

7 ４から６までに規定する他専攻・他研究科の授業科目，他大学大学院単位互換制度による授業科

目及び基礎研究科目の修得は，在学中合わせて１０単位を上限とする。 

  8 指導教員による必要な研究指導を受けなければならない。 

  9 日本事情Ⅰ及び日本事情Ⅱは，外国人留学生のみ履修することができる。 

上記に定める単位を修得し，その成績が平均「Ｂ」（2006 年度以前の入学者は「良」）以上の者。 

[専修コース] 

1 本研究科の博士前期課程（専修コース）においては，４０単位以上を修得しなければならない。 

  2 所属専攻の授業科目の中から専修科目を選定し，その１２単位（講義４単位及び演習８単位）を

必修するものとする。ただし，専修科目の演習８単位のうち４単位は，指導教員の指示により他

の授業科目の修得をもって代えることができる。 

  3 専修科目１２単位以外については，所属専攻の授業科目の中から少なくとも２０単位を修得しな

ければならない。 

  4 所属専攻の授業科目のほか，他専攻・他研究科（専門職学位課程を含む。）の授業科目を修得する



ことができる。この場合は，当該授業科目の担当教員の承認を受けなければならない。 

  5 単位互換協定による他の大学院の授業科目を１０単位を上限として修得することができる。 

この場合は，指導教員の許可及びその協定に基づいた手続きをしなければならない。 

6 基礎研究科目は，１０単位まで修得することができる。この場合は，指導教員の許可及び当該授

業科目の担当教員の承認を受けなければならない。ただし，修了要件単位の選択科目に含むこと

ができるのは，８単位を上限とする。 

7 ４から６までに規定する他専攻・他研究科の授業科目，他大学大学院単位互換制度による授業科

目及び基礎研究科目の修得は，在学中合わせて１０単位を上限とする。 

8 学則別表１の２に規定する研究科間共通科目については，４単位を限度として，修了に必要な単

位数に含めることができる。 

9 指導教員による研究報告書作成のための指導を受けなければならない。 

10 日本事情Ⅰ及び日本事情Ⅱは，外国人留学生のみ履修することができる。 

上記に定める単位を修得し，その成績が平均「Ｂ」（2006 年度以前の入学者は「良」）以上の者。 

研究指導 

以下に掲げる本研究科学位請求までのプロセスを経ている者とする。 
 
【学位請求までのプロセス】                             

 

研究指導体制 

すでに入学時に決定している指導教員が研究指導の責任を負う。学生は１年次の最初に２年度分の

履修届を提出する。その際，指導教員は学生の研究テーマ・研究計画と履修科目が適合しているか， 
１年次・２年次の履修単位数の配分に無理がないかなどを十分に確認する。これにより，２年間での

計画的な学位取得を学生に自覚させる。また．当該指導教員と同じ科目系に属する教員も，当該指導

教員の求めに応じて研究指導に適宜協力する。 
１年次 

  前期 出願時に提出した入学後の研究計画を今一度検討する。同時に，各自の研究テーマのディシ

プリンにおける位置づけを把握し，２年間での学位取得にふさわしい論文テーマへと問題関

心を絞り込む。 
  後期 １年次の年度末に提出が義務付けられている概要書の作成を念頭において研究する。とりわ

け，先行研究の消化と関連文献の渉猟の観点から，概要書のドラフトを授業時に報告する。 
２年次 

 前期 概要書を修士論文・研究報告書（以下，論文等）へと質量ともに高める。その際，論文等の

章立てを具体的に組み上げる。さらに，序論部分を執筆し，論文研究の意図を明確にするこ

とを目指す。 
  後期 論文等の作成指導を随時受ける。ひとまとまり（章あるいは節）ごとにドラフトを事前提出 

  し，授業時に訂正箇所などの指示を受ける。文章の巧拙・誤字脱字の指摘から注記の書き方

に至るまで，完成に向けた詳細な検討を行う。 

 
 【修士学位論文に求められる要件】                            

 
修士の学位論文は，広い視野に立った精深な学識と専攻分野における研究能力又は高度の専門性を

要する職業等に必要な高度の能力を示すと認められるものであり，かつ本研究科の修士論文・研究報

告書として相応の質・量，内容・水準を備え，以下の点に留意したものでなければならない。 



(1)論文の独創性 
  (2)研究テーマの学問的意義・適切性 
  (3)論文の体系性 
  (4)先行研究の調査 
  (5)理論的分析・実証的分析 
  (6)論旨・主張の統合性と一貫性 
  (7)形式的要件  
 
【修士学位請求論文等の提出書類・提出期日】※詳細は「修士学位請求論文」等提出・作成要領参照      
  

予備登録 

(1)予備登録時期は論文提出年度の１０月上旬とする。 

(2)論文提出予定者は，必ず指導教員と相談のうえ，論文題名（仮題でも可）を登録すること。 

(3)予備登録時に「論文作成・提出要領」の他，「修士学位請求書」及び論文用「扉」を受け取ること。 

  論文提出 

(1)論文提出時期は論文提出年度の１月上旬とする。  

(2)詳細は予備登録時に配付する「作成・提出要領」にて確認すること。 

(3)論文提出受付は，指定提出日・指定時間内のみとする。提出締め切り時間経過後は，理由の如何

を問わず受け付けられないので，十分注意すること。 

  提出書類等 

(1)「修士学位請求書」１通                     【本学所定様式：見本１】 

必要事項を記入のうえ，指導教員の承認印をうけ提出すること。 
※この請求書に記載された論文題名を正とする。 
なお，論文題名に副題がある場合は，ダッシュ（－）で最初と最後を括ること。 

(2)「修士学位請求論文」３冊 （下記①～⑥により完成されたもの）         【見本２】 

①用紙：Ａ４判（横書き又は縦書き） 
図表・資料もＡ４版で作成すること。 

②字数：修士論文は概ね５万８千字以上，研究報告書は概ね２万８千字以上 
（指導教員の指示に従うこと。） 
※必ずページ番号を付すこと。 

③書式：制限なし（指導教員の指示に従うこと。） 
※縦書きの場合は２段組にする等，読みやすいよう配慮すること。（論文要旨も同じ） 

④論文用「扉」（事務室で配付）：３部作成 
研究科・指導教員氏名・本人氏名を記入し，それぞれ論文の最初に綴じ込むこと。 

⑤表紙・背表紙：年度・論文題名・所属研究科名・専攻名・氏名を記入すること。   
⑥装丁は市販の穴をあけない方法で綴じることのできるファイルを使用すること。 

(3)「修士学位請求論文要旨」３部 

    Ａ４版，3000 字程度（英文，1000 ワード程度）で作成し，表紙には論文題名，所属研究科名・

専攻名・氏名等を明記のうえ，ホッチキスでしっかり綴じ，それぞれの論文に挟み込むこと。 

(4)面接通知用はがき１通 

 

 



【学位審査の概要】                                 
 

 指導教員による承認 

修士学位を請求しようとする者は，修士論文提出要件を満たし，指導教員から当該論文の内容・水

準・形式について確認及び指導を受け，指導教員が修士学位請求に充分な水準であると判断をした場

合に，論文を提出することができる。 
 研究科委員会での受理 

研究科委員会は，学位請求論文に対して受理を決定し，主査１名及び副査２名以上（副査には他研

究科・他大学等の研究者を選定することがある）の審査委員を選出する。 
審査委員による面接諮問  

(1)審査委員は，当該学位請求論文を中心としてこれに関連ある科目について，試問の方法により審

査を行う。審査終了後，審査委員は研究科委員会に合否の提案とその理由を記した審査結果報告書

を提出する。 

(2)面接諮問は論文提出年度の２月上旬に実施する。 

 研究科委員会の合否判定 

研究科委員会は審査委員からの報告をもとに，審議のうえ合否を決定する。研究科委員会で合格と

認められた者には，修士学位が授与される。 
 
【合否判定後の論文の取扱いについて】                           
 

(1)審査に合格した論文については，提出した論文３冊のうち，１冊は大学院で製本・保存し，残り２

冊を各自に返却する。 

(2) 論文の返却の際，希望者には各自申込・製本代金負担のうえ，大学が製本するものと同じ体裁で

製本した論文を返却する。 
 

修士論文（研究報告書を含む）の閲覧制度について 

 本学では，大学で保管する修士論文について，本学大学院学生の教育・研究に役立てるた
め，本学大学院学生による閲覧を許可していますので，予めご了承ください。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 修士学位請求書                      【本学所定様式：見本１】 
 

 

（ 修 士 ） 

学 位 請 求 書 

 

                                   年   月   日 

 

明治大学大学院 

 

政治経済学研究科委員長 殿 

 

                         政治経済学研究科      学専攻 

 

                           氏名           印 

 

 明治大学学位規程第５条の規定に基づき，下記によって修士（    ）の学位を請求いたします。 

論 文 題 名 

 

指 導 教 員 名 

  

論 文    部     冊

 

要 旨         冊

本 籍 地 

 

現住所

 〒 

 
         

ＴＥＬ 

生 年 月 日   年   月   日    年度入学 学籍番号 

 
 

委 員 長 

 

専攻主任

 

指導教員

承 認 印

 

 
 

 



 修士学位請求論文提出体裁                       【見本２】 
 

 (1)装丁は，市販の穴をあけない方法で綴ることのできるファイルを使用してください。 

 
 (2)上記のファイルに，表紙・背表紙とも以下の例を作成・印刷のうえ，貼り付けてください。 

 
背表紙 

 
修 ○ 
士 ○ 
学 ○ 
位 ○ 
請 年 
求 度 
論  
文  

 

論 

文 

タ 

イ 

ト 

ル 

 
  政 
  治 
  経 
  済 
  学 
  研 
  究 
  科 

 
○ ○ 
○ ○ 
  学 
○ 専 
○ 攻 

 
表 紙 

 
 

明治大学大学院政治経済学研究科 
      ○○○○年度 

 
修 士 学 位 請 求 論 文 

 
（研究報告書） 

 
 

○○○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学位請求者 ○○学専攻 

○ ○ ○ ○ 

 
(3) 3 部それぞれのファイルに論文を綴じ，各ファイルの最初に論文用「扉」を綴じ込むこと。 

 

※原稿用紙で提出する場合等は，研究科担当者と相談してください。 

 


